
 
 
 

冷熱スターリングエンジンに関する研究 
 

 

 

 

 

研究目的 
LNG、液体窒素、液体水素等が保有する冷熱エネルギーを動力（電力）へ変換して有

効利用しようという考えがある。この観点から、本研究ではβ型（単シリンダ・ディスプ

レーサ型）の冷熱スターリングエンジンの特性を実験的に明らかにすることを目的とし

ている。 

 

 

 



 

フライホイール
冷熱エンジン

動力計

 

エンジンのクランク軸と動力計を接続し，

動力計の胴体にかかる荷重と回転数から

出力を求める。 

 

 

エンジン上部の容器内に液体窒素などの冷

熱源を注入するため，左の写真のように発

泡スチロールとアルミ箔によって断熱した。 
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液体窒素の注入時の写真 
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ドライアイスの場合，図示

仕事 Wt，軸出力 Wout 共

に水色の負の領域にあり

エンジンとしては動作し

ていない。 液体窒素で

は， Wtが約−65℃，Wout

が約−140℃で正の領域に

転じており，エンジンとし

て動作していることがわ

かる。 

圧縮側作動ガス温度 Tc による仕事量の変化 
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まとめ 

 

● 極低温である液体窒素を冷熱源にすれば冷熱エンジンとして動

作することが実証できた。 

 

● 機械損失を低減することができれば，軸出力を向上させることが

でき，うまく断熱することで，さらに冷熱を有効に動力へ変換で

きる可能性があるとわかった。 
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